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令和３年度 第１２回（３月）教育委員会定例会会議録 

 

日 時：令和４年３月 2５日（月）15時～1６時４５分 

場 所：村民センター小会議室 

出席者：教育長 清水 閣成 

委 員 教育長職務代理者 清水 道直 

出羽澤和子・薄田東・田中博美 

事務局：教育次長 清水 勝宏 

書 記：池上 博子 以上７名 

傍聴人：なし 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

  もう年度末。2月中旬から卒業式迄コロナ禍対応に追われた思いです。春休み期間、放課後

児童クラブでの新型コロナウイルス感染拡大が無いことを願っております。令和 3 年度最

後の定例教育委員会です。よろしくお願いいたします。 

 

３ 付議事件 

(1) 議案第１号 公民館長の任命について       ＜会議資料１＞ 

 ・ 公民館長に福澤勇氏を任命することに教育委員了解（全員） 

(2) 議案第２号 社会教育指導員の任命について  ＜会議資料２＞ 

  ・社会教育指導員に小池雅史氏を任命することに教育委員賛成（全員） 

 

４ 報告・確認事項 

(1) 南箕輪村通級による指導実施要綱の一部改正について    ＜会議資料３＞ 

 ＊会議資料にて報告 

教育委員 

・特に意見なし 

(2) 南箕輪村特別支援教育就学奨励費支給要綱の一部改正について＜会議資料４＞ 

 ＊会議資料にて報告 

教育委員 

・特に意見なし 

(3) 村職員人事異動（教育委員会事務局）について ＜会議資料５＞ 

＊会議資料にて報告 
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(4) 高校入試結果について                       ＜会議資料６＞ 

 ＊非公開 

(5) 南箕輪村第５次男女共同参画計画について   ＜会議資料 7＞ 

＊会議資料（概要版）にて報告 

＊「パートナーシップ南みのわ」が発展的解散。今後の推進に関しては検討を進める。 

 第５次男女共同参画計画策定委員として係わった教育委員 

 ・理解が深まり、とても勉強になった。 

 ・計画を自分事として日々どうしていくかを大事にしたい。  

(6) 令和４年度教育委員会 構想について           ＜会議資料８－１・２＞ 

 教育長 

＊会議資料（８－１・２）について説明 

 ・南箕輪村教育大綱（改訂）として考えたい。 

・資料 8－2の赤字は令和 4年度取組みの重点 

教育委員（フリートーク） 

・社会教育の在り方について、「地域ぐるみで子どもを育てる」ことを据え、アウトメディ

アデー等取組んでいるが、どれくらい認知されているのか。社会教育委員の会議でも出さ

れたが、見守りボランティアの実態はどうなのか。地域住民への周知・広報の必要性があ

る。以前毎月 23日はノーテレビデーとして保育園・学校で取組んできたが、村を上げて

取り組み続ける必要がある。庁内における関係部署の連携が大事と考える。 

 ・村内におけるボランティア活動の充実を願う。あいさつ運動で中学校・小学校の校長先生

が朝子ども達に声を掛ける姿や組織的立場で例えば PTA・青少年健全育成会の役員など

の動きはあるが、所謂ボランティア活動の充実を願う。地域の方でやりたい気持ちを抱い

ている方は多いのではないか。地域づくりにつながる。 

 ・保育園から小中校・高校・工科短期大学校大学・大学院まである村。その特色を社会教育

と重ねられないか。 

 ・イエ仕事・ムラ仕事と関連して、地域で「万度」や「蛍」行事や活動がある。そこに子ど

も達が参加し、将来引き継ぐようになりたい。故郷をため込む。 

・子どもを真ん中に置いたボランティアを今後も大事にしたい。仕事等で親御さんが忙しく、

参加の難しさがある。 

・〇〇ボランティア募集等の呼びかけ・発信が大事。登録の仕組みも大事と考える。 

・高校生・大学生等若者の「自分たちが」を大事にした営みができたらいいな。任せること

により子ども達はやる力を持っている。その営みは、「二十歳の集い（今までの成人式）」

の実行委員会につながるのではないか。 

・中学校放課後学習で有償ボランティアとして学習支援している高校生の姿がある。 

教育長 

・大事なお考えを共有できた。 
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・教育大綱として位置づけていくことでよいでしょうか 

教育委員 

・了解（全員） 

(7) 事故報告                    ＜会議資料９＞ 

 ＊非公開 

(8) ３月議会答弁内容について    ＜会議資料 10＞ 

＊会議資料にて報告 

(9) 児童・生徒数について        ＜会議資料 11＞ 

＊会議資料にて報告 

(10)各委員から 

・子育て世代包括支援センターの営みとして、中学校卒業後のサポートが必要な生徒・家庭 

の状況把握を高校・関係機関との連携により整えることを大事にして欲しい。今年、中学

校の卒業式後に保健師・相談室・中学校と連絡会を行った。 

・先日M高校から生徒の Aさん頑張っていると連絡があった。とてもありがたい。高校と

の連携が大切。 

・通信制・単位制に進学した生徒の場合、取得した単位は活かせるので、高校へ行かなくな

った場合の拠り所・相談先が必要と考える。 

 (11) ３月事業報告・４月事業計画について ＜会議資料 12＞ 

＊会議資料にて報告・確認 

 (12) ４月及び５月教育委員会定例会日程について 

    ４月２６ 日（火） 15：00 村民センター 予定 

    ５月２６ 日（木） 15：00 村民センター 予定 

 

５ その他 

・特になし 

 

６ 閉 会 

 


